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2次元実数ベクトル空間の部分空間

Q. R2の部分集合で部分空間となるのはどのようなものか?

i.e. V = R2の部分空間の決定

{0}と全体VはVによらず部分空間: 注 自明な部分空間

∴ R2の部分空間は自明な部分空間({0},R2)または原点を通る直線
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3次元実数ベクトル空間の部分空間

Q. R3の自明でない部分空間を決定せよ.
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実数ベクトル空間の部分空間

実数ベクトル空間 Rn の部分空間 W 6= {0}

Rn の部分空間 W いくつかの a1,a2, ...,akがあって

W = {t1a1 + t2a2 + · · ·+ tkak|t1, t2, . . . , tk ∈ R} (となりそう).

次回からこれを調べていこう. 次回:「生成される部分空間」
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